
金名の郷頭

旧福山城下の二上り踊りは，

1928（昭和３）年以降，団扇

に代わって四ツ竹を手に持つ

ようになりました。

か ん な ごうとう

未指定

新市町常

・東屋

金名川に築かれた水流調節用堰（ダム）。橋を兼ねており，府中市本山
境の皆米峠に至る。構造は石積みで，上流に向かって張り出すアーチ
式ダムであり，導水部は横穴式石室のような持ち送り構造で天井石が
架かります。1840( 天保 11) 年，子年の大水を引き起こした豪雨では，
上流の権現池（現：切池）の堤防が決壊し，直下の野原池を押し流し
て土石流となりましたが，郷頭で食い止めて下流の村を守ったとの言
い伝えが残っています。
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